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  環境トピックス 2025年 08月号 

このトピックスは環境分野における新しい行政の動きや環境ビジネス情報、コンプライアンス事例をご提供いたします。今後の環境ビジ

ネストレンドに影響を与える情報をセレクトしています。 

 

＝今月の目次＝ 

 

1. 政府・行政・法令分野 

 

(1) プラスチック環境汚染防止 国際条約とりまとめ 合意再び見送り 3 

(2) 「過酷な暑さの中で働く労働者を守れ」WHO が暑熱対策を促す 3 

(3) 世界クリーンアップデー（９月 20 日）にあわせた全国一斉清掃への参加呼びかけについて 4 

(4) ７月の高温・少雨の状況 5 

(5) 東京湾環境一斉調査―本年は官民 122 機関が協働実施 6 

(6) 「ネイチャーポジティブポータル」の開設について…環境省 7 

(7) 名古屋市、グリーン／ネイチャーボンドで地域課題に対応―50 億円規模の資金調達 8 

(8) 26 年には再エネが化石燃料を抜き世界最大の電力源に: IEA 予測 8 

(9) 世界の森林の CO2 吸収量は過去 20 年で 4 分の 1 に: 主因は山火事 9 

(10) 米 EPA が環境規制撤回へ、全米最大の有志連合が反発 10 

(11) 中国、炭素排出権取引強化へ 27 年から一部産業の排出総量に上限 10 

(12) 太陽光パネルのリサイクル義務化断念に環境団体が抗議声明 11 

(13) 母島における再生可能エネルギー１００％電力供給に向けた協定締結について 11 

(14) 
「次世代型太陽電池」ネーミング総選挙結果発表 

日本生まれの太陽電池の名前は「Air ソーラー」 
12 

(15) 2024―日本が抱えているエネルギー問題（前編） 13 
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2. 環境ビジネス分野

(1) 環境建築のプロトタイプとは？三菱電機らの ZEB 技術が国際賞獲得 14 

(2) ピュアバッテリーEV タグボート―東京汽船らが国内初導入 14 

(3) 王子グループ、育てた森林の価値を最大化し成長戦略に 15 

(4) 国内コンビニ業界初、

ローソン店舗間で複数の再エネ設備の活用による電力シェア実証を開始

～対象店舗全体の統合制御による CO2 排出量削減と電力需給バランスの安定化を目指す～ 

16 

(5) アジア初、SAF 認証スキーム「ClassNK SCS」が運用開始 ～国内機関による日本の法令、

実情を踏まえた迅速な SAF 認証を実現～
17 

(6) 地域とともに資源循環型社会を実現 秋田県能代市とブックオフの取り組み 18 

(7) 展示パネル資材を“使い捨て”から“再資源化”へ

〜キンコーズと積水化成品 パネル資源循環スキーム実証を開始〜
19 

(8) 都市緑地がウェルビーイング向上に与える影響を科学的に検証 東京建物と森林総研、共同研

究を「大手町の森」で開始

～ヒートアイランド現象の緩和効果も分析、都市緑地の多面的な価値を定量化・可視化～

20 

(9) 国内初‼早生樹（ユーカリ）を活用した「森林経営計画」が 農林水産省大臣から認定されまし

た
21 

(10) 花き生産の脱炭素化を目指し、TOWING と日比谷花壇が業務提携。非食用農業分野で初とな

る高機能バイオ炭「宙炭(そらたん)」の活用で、花き業界のサステナビリティを推進
21 

(11) 食品ロスの削減に向けたフードバンク向け専用保険の提供開始 22 

(12) 「バイオマス系紙用透明化剤」開発のお知らせ 23 

(13) SHEIN に仏伊政府が 70 億円もの「グリーンウォッシュ」罰金 24 

(14) 「バイオマス燃料はカーボンニュートラルではない」と PRI 25 

(15) クマなどの被害が深刻化、まちづくりは発想の転換を 27 

次ページ以降はアドバイザリー契約会員専用です

アドバイザリー契約についてはこちらから

https://www.ebagency.jp/service/advisory/



